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山口湾での自然再生活動及び自然観察公園での里海体験場との連携について

背景

○元永直耕、山本武人（山口県環境保健センター、椹野川河口域・干潟自然再生協議会委員）
泉 祐人（山口県環境生活部自然保護課、椹野川河口域・干潟自然再生協議会事務局）
寺本明広（特定非営利活動法人野鳥やまぐち） 、吉永聡（株式会社水土舎）
矢部 徹（国立環境研究所：Ⅱ型共同研究担当者 ）

山口湾に位置する椹野川河口干潟では、椹野川河口域・干潟自然再生協議会がアサリを指標とした住民参加型の里海再生
を行っている。被覆網の設置等により20年ぶりにアサリが獲れるようになり、潮干狩り等のイベントが実施可能となった。

取組１

2025.11.6、7 第28回自然系調査研究機関ネットワーク会議（NORNAC28）

課題 ●食害を防ぐ被覆網の数増加で管理が負担に

河口干潟
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椹野川
河川区分 二級河川（24の支流）
流域面積 322.4 km２

幹川流路延長 30.3 km（県内6位）

干潟面積 約350 ha
日本の重要湿地500

特 徴 カブトガニ自然繁殖地
渡り鳥のクロスロード

椹野川流域

椹野川河口干潟

潮干狩り体験

被覆網の設置

被覆網の維持管理作業

人力による干潟耕耘

ほとんど獲れなくなっていたアサリが復活！！

活動例

●被覆網下のアサリ収量が減少

イシガニ

●イベント中止・高齢化等による活動者減少

アサリの生活史の概要
出典：栽培漁業の手引き（2012：山口県）を一部加工

秋産卵、春産卵（2サイクル/年）

浮遊幼生

稚貝分布調査

アサリ稚貝高密
度分布域を確認

稚貝採取

• 視認サイズ

殻長約2～4 ㎜

• 網袋に確保

保護育成

• 採取場所の干潟
で10 mm程度まで
網袋で育成

被覆網へ放流

• 成貝まで保護

網袋方式（大野方式）：アサリの着底時の稚貝を、砂ごと網袋にいれて保護する方式
※Ⅱ型共同研究「里海里湖流域圏が形成する生態系機能・サービスとその環境価値に関する研究」にて助言を受け実施

アサリの生活史

①稚貝分布調査 干潟100 ｍ四方、10 mごと（121ポイント）採泥、1 ㎜ふるいによりソーティング

②稚貝採取：網袋（市販玉ねぎネット）に表砂を入れ設置〈4月）、保護育成、開封・被覆網下放流

⚫網袋＋被覆網により効率的な管理体制を構築。

⚫アサリの地産地消を通じて、活動を応援した
い人を呼び込み活動の活性化を目指す。

クロダイ

取組２

網袋方式のメリット及び検討事項
網の破損や食害等によるアサリ稚貝の収量ロスの減少、これまで被覆網で保護できなかった稚貝を確保し収量の増加に寄与
被覆網のみの保護手法よりも、少ない区画数で同等の収量を実現し、参加人数の波に左右されない持続的な管理手法を模索
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春の干潟再生活動参加者数

環境省助成事業

コロナ禍
4年ぶり再開！

AQUA SOCIAL FES連携
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年 2023 2024 2025

個数 54 376 162

平均
(mm)

4.00 3.51 3.49

最大
(mm)

8.75 16.68 14.99

最小
(mm)

1.38 1.49 1.33

協議会の目標
人が適度な働きかけを継続し、あらゆる恵みを持続的に享受する場

人と自然の共生の場を再生する。
・流域の多様な主体の参画、産学官民の連携
・生物多様性の確保(カブトガニ等）
・科学的知見に基づく順応的取組

自然再生
協議会

産

漁協等

学

大学等

官

県・市
等

民

NPO等

豊かな里海の衰退（例 アサリ漁獲量減少)
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注) 潮干狩りやイベント配布分を含む。

ナルトビエイ

期間
春ｲﾍﾞﾝﾄ
参加人数

網袋総数
（枚）

破損・損失
枚数(枚）

開封総数
（枚）

網袋残
存率

アサリ総湿
重量
（kg）

1袋当たり重量
(kg/袋)

放流個体数
（推計）

2023(R5) 169名 131 35 96 73 % 18.6 0.19 約12,000 個

2024(R6) 186名 238 4 234 98 % 80.8 0.35
約69,000～
81,000 個

2025(R7） 142名 133

約6倍

自然増 ＋ 放流分 3㎝以上 476個／m2

資源量10倍の差
設置面積
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1560

1108 940 

3360 

2064 
1916 

0

1000

2000

3000

4000

2
0

2
3

.1
1

2
0

2
4

.2

2
0

2
4

.5

2
0

2
4

.8

2
0

2
4

.1
1

2
0

2
5

.2

密
度
（
個

/
m

2
)

殻長  3 cm以上

殻長 2 cm以上 3 cm未満

殻長 1 cm以上 2 cm未満

殻長 5 mm以上 1 cm未満

合計

③被覆網下放流後：面積当たりの個体数比較（網袋＋被覆網と、網袋のみでの保護効果の比較）

アサリ稚貝は干潟上に広く分布し、毎年密度分布は変化していた。→網袋設置前に調査が必要

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春
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網
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被
覆
網

秋産卵・
着底

海藻付着採捕禁止期間

網交
換

波浪による網捲れ、⇒メンテナンス

採捕可能採捕可能

網袋開封
被覆網に放流1～2㎜

10～15㎜

稚貝分布調査、
網袋設置（破損防止措置）

網袋開封
被覆網に投入

1～2㎜

稚貝分布調査、
網袋設置

秋産卵・着底

春に放流

10～15㎜

30㎜を漁獲

採捕禁止期間 海藻付着

15～20㎜

④今後の取組方針

応援したい人

寄附付商品
として販売

地元漁協

活動費に
一部還元

活動で
とれたアサリ

活動に参加し
応援したい人

寄附付き商品購入・設置
（せんべい＋網袋）

潮干狩り等で還元

協議会

活動の継続・活性化

活動費に一部寄附

ふしのせんべい＋網袋セッ
トの販売（寄附付き商品）

R6 200円／セット＝10000円の売り上げ
せんべい＋網袋調達コストを除く5140円を寄附 売上

・アサリの個体数密度（3㎝以上、漁獲サイズ）は、大野方式では自然増のみに比べて10倍
・計算上、被覆網設置面積は1/10となり、被覆網枚数 網管理、漁獲人数の効率化が可能に

『里海の再生』

自然観察公園内に安心安全な里海を創出し、体験学習を通じた活動への深層学習効果、ファン層や活動者を増やす。
気候変動等による外海の水温上昇などの環境変化に適応するため、干潟生物の新たな生息場所を創出する。

里海
体験
の場

河口干潟（南潟）きらら浜自然観察公園

自然再生協議会

環境
保健C

自然保護課

野鳥やまぐち

Ⅱ型共同研究

国環研

他地環研

水土舎

海砂投入後（２０２０年３月）

海砂投入前（２０１９年３月）

ミニ水族館2021～

干潟ふれあいゾーン
親水広場2019～

⚫新たなプログラム：水生生物 子供用胴長を着用した干潟体験、水生生物の罠引上

場所
汽水池の一部約
150m２(30m×5m)

投入量
約60トン
（九州由来の海砂）

投入
時期

2020.2
2020.9～11

水中カメラによる食害生物調査

稚貝・成貝の調査

中の島

ビジターセンター下

干潟エリア

500個／ｍ２

汽水池

海水導
入門

2022.5、2023.7調査結果

St.4

St.3

St.2

対象

600個／ｍ２

200個／ｍ２400個／ｍ２

クロダイ

網袋移設・成育調査

ナルトビエイ

①基礎調査概要及び里海体験場所創出に係るゾーニング

アサリ稚貝確保ゾーン（網袋）

アサリ畜養・保護ゾーン
（母貝）
（網袋／カゴ）

アサリ放流・
体験ゾーン
（被覆網）

生物多様性体験
ゾーン

アサリ稚貝確保
ゾーン（砂利）

・アサリ食害調査や、稚貝・成貝調査、生残調査等を実施し、干潟エリア、汽水池の里海体験に係るゾーニングを実施

②ゾーニング場所ごとの活動概要

移設
現地砂

汽水池造成干潟

移設 現地砂

南潟

ビジターセンター下

稚貝確保ゾーン：砂利干潟造成（企業連携）、網袋による稚貝確保 生物多様性体験ゾーン：アマモ育成、移植

⚫関係機関と連携し、アサリ潮干狩り体験場所や多様な干潟生物の生息場所創出を目指す。

⚫山口湾と自然観察公園の魅力を最大限に活かし、相互に連携しながらファンや活動者の増加を目指す。

畜養・保護ゾーン：網袋

網袋（大野方式）を用いた住民参加型の
アサリ保護・育成による管理効率化の検討

きらら浜自然観察公園での里海体験場の創出
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1cm未満
1cm以上  ～2cm未満
2cm以上  ～3cm未満
3cm以上  
合計

2023.5、2023.7
調査結果

2023夏、秋

自然増のみ  3㎝以上最大48個／ｍ２

藻が付着した被覆網
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